
都議会議員候補 土居範洋 政治理念と政策

◇しがらみ政治からの脱却

• 政党や組織からの支援は受けません。
• 企業献金は一切受け取りません。
• 事前の政治運動はしません。

(ポスター張り、戸別訪問、ビラ配り)

• 一方的に政策を展開するのではなく
対話をもって政策を考えます。

• 日本の未来を常に考えた政策を推進します。
• 予算案は優先順位をしっかり付けて判断します。
• 政務活動費は全て情報公開します。
• 自分の為、お金の為ではなく、

国民の為の政治をします。
• 議員報酬の適正化を推進します(成功報酬制など)
• 自然との調和を生かした街づくりを推進します。

◇政治理念

• 少子化対策を最優先で進めていきます。
• 日本の文化を次世代に伝える教育を推進します。
• 市民が安心して相談できる窓口を開設します。
• 政務活動費の減額と情報公開を実施します。
• 待機児童問題を早急に解決します。
• 日本一のお祭りを東京五輪で開催します。

◇政策

政策に関しての詳細は次のページを参照→→→



都議会議員候補 土居範洋 政策詳細

◇少子化対策案

・出産一時金の増額と前払い制度の緩和

(公立病院の平均額まで支給)

・第3子以降の祝金支給と減税政策を実施

(第3子以降の出産時に100万円支給、所得税減税)

・不妊治療費の助成拡充と不妊検査を制度化

(潜在化する不妊の早期発見と不妊治療の負担軽減)

◇日本の文化を次世代に伝える教育案

・義務教育下での必修科目に文化を学ぶ時間を追加

(現在ダンスが盛り込まれているが、これを廃止)

・地域の高齢者に様々な工芸技術を教わる時間を追加

(高齢者と若者の交流の場を作る)

◇専門相談窓口を設置案

・待機児童問題解決の相談窓口の設置

・子育て世代を支援する相談窓口の設置

・高齢者介護の相談窓口の設置

・一人暮らしの高齢者支援の相談窓口の設置



都議会議員候補 土居範洋 政策詳細

◇政務活動費の減額と情報公開を実施

・60万円から30万円まで減額

・政務活動費は全て情報開示義務を設置

・政務活動費が不足した場合は、申請制とします

(申請制後の上限は６０万円)

◇待機児童問題の早期解決

・保育士の労働時間・賃金の適正化改革を実施

(保育士全体の賃金増加と

子育て保育士の労働時間の短時間化)

・早朝夜間のワンポイントパート勤務の推進

(子育て保育士が働きにくい時間帯を

パート勤務でカバー)

・保育施設と老人介護施設の併設を推進
(高齢者の認知症予防＆子供の情操教育の実現)

◇日本一のお祭りを東京五輪で開催

・日本各地のお祭り文化を集めてパレードの実施

・日本の伝統文化を一堂に会したイベントの提案

・2020年以降の実施 観光資源として確立させる

・日本人に文化について知る機会を設ける


